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大 道 義 知  ９ 月 定 例 会  代 表 質 問 原 稿 （ ２ ２ 分 ）  

南 区 選 出 の 大 道 義 知 で ご ざい ま す 。 私 は、 公 明 党 議 員 団 を 代 表 し 、 久 保 議 員 、 吉 田

議 員 に引 き続 き、市 政 一 般 について質 問 をいたします。  

まず冒 頭 に、東 日 本 大 震 災 をはじめ 12 号 及 び 15 号 台 風 など、度 重 なる大 規 模 自

然 災 害 でお亡 くなりになられた方 々のご冥 福 を、お祈 り申 し上 げますとともに、被 災 された

皆 様 方 に心 よりお見 舞 いを申 し上 げます。  

また、今 も 尚 、復 旧 復 興 のため 、不 眠 不 休 の支 援 活 動 にご尽 力 されている行 政 職 員

や、支 援 ボランティアの皆 様 など、多 くの関 係 者 の方 々に、心 より敬 意 と感 謝 を申 し上 げ

ます。「運 命 の挑 戦 に対 し、雄 々しく応 戦 していく中 に、新 たな文 明 は生 まれてきた」と叫

んだのは、世 界 的 歴 史 学 者 のアーノルド・トイ ンビー博 士 で ありま す。自 然 とと も に生 きる

運 命 にある人 間 に対 して、自 然 災 害 は、ま さに「運 命 の挑 戦 」と 言 えますが、支 え 合 う 人

間 の心 の絆 による弛 まぬ応 戦 によって、現 在 の危 機 を 乗 り越 え られるも のと 確 信 しま す。

私 たち公 明 党 議 員 団 も、復 興 支 援 に全 力 で取 り組 んでまいる決 意 でございます。どう か

一 日 も早 い復 興 をお祈 りするものであります。それでは質 問 に入 ります。  

【 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 拡 大 に つ い て 】  

はじめに、再 生 可 能 エネルギーの普 及 拡 大 についてお尋 ねいたします。  

東 日 本 大 震 災 による原 子 力 発 電 所 の事 故 は、我 が国 のエネルギー政 策 の根 幹 を揺

る が すも の と な りま し た。 こ う し た 中 で 、 今 、再 生 可 能 な 自 然 エ ネ ル ギ ーへ の 関 心 が 飛 躍

的 に高 まってきております。  

先 日 、私 は京 都 で開 催 された、「みんなのエネルギー環 境 会 議 」を傍 聴 してまいりました。

会 議 には、エネルギー政 策 の専 門 学 者 をはじめ、所 謂 「反 原 発 」  

「 脱 原 発 」 を 目 指 し 活 動 さ れ てい る 方 、 原 発 推 進 派 の 立 地 県 の 関 係 者 、 エ ネ ル ギー

の未 来 を担 う若 者 等 、多 くの方 々が参 加 され、今 後 のエネルギー政 策 についてオープン
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な議 論 がなされ てい まし た。   会 議 を 傍 聴 し 、私 が率 直 に感 じ たのは、持 続 可 能 なエ

ネルギー創 出 による循 環 型 社 会 を実 現 するためには、これまでのエネルギー政 策 の現 実

を 直 視 し 、検 証 し た上 で 、エ ネ ルギ ー 政 策 の 未 来 への 道 筋 につ い て 、 現 実 的 な 対 応 が

迫 られていること。  

そして、グローバルなエネルギー政 策 を、身 近 に取 組 むべきローカルな課 題 として受 け

止 め、地 域 の視 点 に立 ってオープンに議 論 し、みんなで考 える市 民 参 加 型 のエネルギー

政 策 を 粘 り強 く 進 め てい くと い う 、 ま さ に グ ローカ ルな 視 点 に 立 っ た 行 動 が 改 め て 私 たち

一 人 一 人 に求 められているということでした。  

先 の 国 会 で は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 拡 大 を 国 家 戦 略 と し て 推 進 す る た め 、

EU 環 境 先 進 国 の 動 向 を 踏 ま え 、 固 定 価 格 買 取 制 度 の 導 入 を 規 定 し た 、 い わ ゆ る 、

「再 生 可 能 エ ネ ルギー買 取 法 」が、民 主 、 自 民 、公 明 三 党 によ る修 正 合 意 を 経 て可 決

成 立 いたしました。  

今 後 は、この買 取 法 を踏 まえた地 方 への補 助 金 交 付 等 の支 援 策 により、本 市 が実 施 す

る 再 生 可 能 エ ネ ル ギー の 普 及 拡 大 に 弾 み が つ く も の と 思 い ま す。 そ れ だ けで な く 、 民 間

企 業 や、地 域 、 市 民 が主 体 の ビジネ スベ ースで の発 電 事 業 に も 広 く展 開 され てい く も の

と大 いに期 待 しております。しかしながら、再 生 可 能 エネルギーの発 電 事 業 が、ビジネスと

して成 り立 つか否 かは、今 後 、国 に設 置 される「調 達 価 格 等 算 定 委 員 会 」で検 討 される

具 体 的 な買 取 の価 格 や期 間 に大 きく左 右 されると言 われております。  

ど う か 市 長 にお かれ ては 、 買 取 の 内 容 が 、 電 気 料 金 へ の （ 過 度 ） の 転 嫁 を 招 い た り、今

後 地 域 で 積 極 的 に 展 開 され る 様 々 な 発 電 モ デ ル事 業 等 に 、 水 を 差 す こと な く、 真 に再

生 可 能 エ ネ ルギーの 普 及 拡 大 に 向 けてイ ンセ ンテ ィブ が図 れ る も のと なるよう 、国 に対 し

て積 極 的 な提 言 を行 い、働 き掛 けていくべきであると考 えます。「指 定 都 市 自 然 エネルギ

ー協 議 会 」の会 長 である門 川 市 長 の見 解 を求 めます。（質 問 ①）  
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さて、今 議 会 では、太 陽 光 発 電 システム設 置 補 助 として 1 億 円 増 額 補 正 予 算 が可 決 成

立 い たし ま し た が 、 こ れ は東 日 本 大 震 災 を 契 機 に 、自 然 エ ネ ル ギーへ の 関 心 が 高 ま り、

補 助 金 申 請 件 数 も、昨 年 度 同 期 と比 較 して約 3 倍 と大 幅 に伸 びたことに、対 応 されたも

ので 増 額 補 正 は持 続 可 能 エ ネルギーの普 及 拡 大 に向 けて追 い風 と なるも のと 期 待 して

おります。  

この夏 私 は、循 環 のま ちづくりを推 進 する福 岡 県 大 木 町 における地 域 共 同 型 の太 陽 光

発 電 所 を 同 僚 議 員 と と も に調 査 し てま い りま し た。地 域 住 民 が 資 金 を 出 し 合 い 、そ の原

資 で地 域 の小 学 校 に太 陽 光 発 電 設 備 を設 置 運 営 。そこで生 まれた電 力 を電 力 会 社 に

買 い 取 っ ても らい 余 剰 分 を 出 資 者 に還 元 すると いう も ので 、ま さに市 民 参 加 型 ・地 域 一

体 型 の取 り組 みと言 えるもので、大 いに参 考 になるものでした。  

私 は、本 市 にお ける 持 続 可 能 なエ ネ ルギ ーの普 及 拡 大 におい ても 、今 後 は、大 木 町 の

よう に市 民 参 加 型 の仕 組 みを つくり上 げてい くこと が重 要 だと 考 え ま す。そ こで 市 長 にお

尋 ねい たしま す。こうした太 陽 光 発 電 への市 民 の関 心 の高 まりや、再 生 可 能 エネ ルギー

固 定 価 格 買 取 法 の成 立 を 踏 まえて、本 市 で も、従 来 の個 々の市 民 への設 置 補 助 に加

え て、市 民 の 誰 も が 少 ない 費 用 負 担 で 気 軽 に再 生 可 能 エ ネ ル ギーの普 及 拡 大 に関 わ

ることができる、「市 民 参 加 型 ・地 域 一 体 型 」の共 同 発 電 制 度 の創 設 を検 討 されてはと、

考 えますが、いかがでしょうか。お答 えください。（質 問 ②）  

【 市 民 後 見 人 の 養 成 に つ い て 】  

次 に、判 断 能 力 にハ ンディのある高 齢 者 の契 約 や生 活 をサ ポートする「市 民 後 見 人 」に

ついてお尋 ねいたします。  

本 年 ６月 、介 護 保 険 法 が改 正 されました。これは、高 齢 化 の一 層 の進 展 と介 護 サービス

を 取 り巻 く課 題 に対 応 するため 、「人 材 の確 保 とサービスの質 の向 上 」、「高 齢 者 の住 ま

いの整 備 促 進 」、「保 険 料 の上 昇 の緩 和 」、「認 知 症 対 策 」等 を 具 体 的 に推 進 するため
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のものです。  

中 で も 認 知 症 対 策 に つ い て は 、 高 齢 化 が 一 層 進 み 、 一 人 暮 ら し の 高 齢 者 が 増 大 す る

傾 向 にある中 、財 産 や権 利 等 を引 き継 ぐ親 族 による後 見 人 が減 少 している現 状 の課 題

を 踏 ま え 、 成 年 後 見 制 度 の 担 い 手 の ひ と つ と し て 、 地 域 で 高 齢 者 を 支 え る 「 市 民 後 見

人 」の制 度 が明 文 化 され、その人 材 の養 成 と活 用 を目 指 すものとなっております。  

平 成 １２年 介 護 保 険 制 度 と同 時 にスタートした成 年 後 見 制 度 は、１１年 が経 過 し年 々利

用 者 も増 加 してきておりますが、身 寄 りのない人 や親 族 と疎 遠 になる人 の増 加 によって、

制 度 発 足 当 初 ９割 を占 めていた親 族 後 見 人 は今 では６割 を割 り込 んでいます。  

また、多 額 の金 銭 が絡 む悪 徳 商 法 トラブルや複 雑 な権 利 関 係 にある案 件 では、弁 護 士

や司 法 書 士 等 、 専 門 職 の 後 見 人 を 必 要 と せざるを 得 ず、 高 額 な 利 用 負 担 や 手 続 きの

煩 雑 さなどから、制 度 を必 要 とする高 齢 者 の利 用 には至 っていないのが実 態 ではないか

と思 います。  

こう し た社 会 背 景 のもと 、新 たな担 い 手 として期 待 され るのが、「市 民 後 見 人 」で あります。

「 市 民 後 見 人 」 は 、弁 護 士 や 司 法 書 士 など の 専 門 職 後 見 人 と 比 べ 、 費 用 が 低 額 に 済

むことや経 済 的 負 担 が困 難 な市 民 の利 用 促 進 にもつながる等 の利 点 がありますが、  

高 齢 者 に代 わって身 の上 監 護 や財 産 管 理 に関 わる判 断 を行 う必 要 があるため、現 実 に

は、 相 当 な 専 門 知 識 の修 得 はも ち ろ んの こ と 、「 本 人 の意 思 を 尊 重 」 する 判 断 と 権 利 を

擁 護 す る 確 か な 行 動 規 範 も 求 め られ るな ど 、 今 後 、 「 市 民 後 見 人 」 を 制 度 と し て定 着 さ

せるためには、制 度 の普 及 と併 せ、人 材 確 保 策 等 、多 くの課 題 を抱 えているのも事 実 で

あります。  

本 市 で はすで に地 域 権 利 擁 護 事 業 や、見 守 りサポ ーター等 を 通 じ 、高 齢 者 を 支 援 を さ

れてきておられますが、高 齢 化 が一 層 進 む本 市 としても、介 護 保 険 法 改 正 を機 に、今 ま

での町 衆 のチカラを土 台 に、専 門 家 や大 学 、NPO 団 体 等 とも連 携 を図 り、京 都 の特 性
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を 活 かし た「市 民 後 見 人 養 成 プログラム」 を 早 期 に確 立 すべきと 考 え ま す。市 民 後 見 人

養 成 の基 本 方 針 と 事 業 化 に向 けた今 後 の スケジュール 等 につい て、具 体 的 にお示 し く

ださい。（質 問 ③）  

【 前 立 腺 が ん 検 診 制 度 導 入 に つ い て 】  

次 に、日 本 人 の死 亡 原 因 のトップとなってい る「がん」対 策 につい てお尋 ねい たし ま

す。  

平 成 １８年 に「がん対 策 基 本 法 」が制 定 さ れ て以 降 、がんの予 防 対 策 の推 進 がなさ れ 、

がん検 診 の質 と、受 診 率 の向 上 が図 られてきました。  

本 市 においても、がんの早 期 発 見 のため、これまで様 々ながん検 診 を実 施 しており、特 に

平 成 21 年 度 からは、女 性 特 有 のがん検 診 推 進 事 業 として、  

「子 宮 頸 がん」、「乳 がん」検 診 の無 料 受 診 券 を配 布 するなど、がん予 防 に大 きく寄 与 し

ております。  

しかしそ の一 方 で 男 性 特 有 のがんで ある「前 立 腺 がん」の予 防 対 策 は遅 れているのでは

ないでしょうか。  

日 本 人 の が ん 死 亡 者 の 約 3 .5 ％ を 占 め てい る 「前 立 腺 が ん」 は、 近 年 増 加 傾 向 に あり

25 年 前 と比 較 すると倍 増 しております。しかも男 性 の部 位 別 の罹 患 者 数 でも４番 目 に高

くな っ てい るに も 関 わ らず 、 公 費 助 成 によ る 制 度 化 も 遅 れ てお り、 がん 予 防 対 策 と し ても

大 きな課 題 となっております。男 性 特 有 の「前 立 腺 がん」は、主 に 50 歳 以 上 に発 症 する

確 率 が極 め て高 く、今 後 、長 寿 化 と と も に、男 性 がんの死 亡 者 の上 位 になると 言 われ て

おります。  

「前 立 腺 がん」の予 防 には、他 のがんと 同 様 に、がん検 診 による早 期 発 見 ・早 期 治 療 が

有 効 とされており、公 費 による検 診 制 度 としては、全 国 の約 半 数 の自 治 体 で実 施 、政 令

市 でも 19 都 市 中 、11 都 市 が実 施 しております。  
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男 性 特 有 の前 立 腺 がんの検 診 は、採 血 検 査 による簡 便 なも のであることからも 、検 診 の

制 度 化 は、多 くの受 診 者 が見 込 まれ 、女 性 と 同 様 に男 性 のいのちと 健 康 を 守 る政 策 に

大 きく寄 与 するも のと 確 信 し ま す。本 市 に おい ても 、男 性 特 有 のがん対 策 と し て、「 前 立

腺 がん」の検 診 制 度 を 、早 期 に実 施 すべきと 考 え ま す。制 度 実 施 の具 体 化 に向 けた 市

長 の見 解 を求 めます。（質 問 ④）  

【 中 学 校 に お け る 武 道 の 必 須 化 に つ い て 】  

次 に、中 学 校 における武 道 の必 須 化 についてお尋 ねいたします。  

学 習 指 導 要 領 の改 訂 により、来 年 度 より中 学 校 1 年 生 2 年 生 の保 健 体 育 科 目 におい

て、武 道 とダンスが従 来 の選 択 制 から必 須 科 目 となります。  

今 回 の改 訂 は、「生 きる力 」を育 むという現 行 の学 習 指 導 要 領 の基 本 理 念 をふまえつつ

も、「生 きる力 」の理 念 を実 現 するため、これ までの学 校 現 場 で の課 題 を 踏 まえ 、指 導 面

での具 体 的 な手 立 てを確 立 することを目 指 すものとされております。そうした中 で、武 道 の

必 須 化 につい ては、改 正 教 育 基 本 法 に示 され た「我 が国 郷 土 の伝 統 や文 化 の尊 重 の

理 念 」を具 体 化 するものとされております。  

私 も 、小 学 校 か ら高 校 卒 業 ま で 剣 道 に 親 し んで きた一 人 と し て 、今 回 の武 道 の必 須 化

に よ る 教 育 的 効 果 に 大 き な 期 待 を し て お りま す 。 一 方 ダ ン ス の 必 須 化 は 、 「 豊 か な 心 や

健 やかな体 の育 成 と表 現 力 を育 むための学 習 活 動 」の具 体 化 であり、ダンスを通 じて生

徒 たちの表 現 力 やコミュニケーション力 が一 層 育 まれものと期 待 をしております。  

さて、本 市 教 育 委 員 会 では、来 年 度 からの武 道 の必 須 化 を前 に、すでに全 中 学 校 の

うち、62 校 で柔 道 、3 校 で剣 道 、11 校 で相 撲 、というように選 択 制 の現 行 要 領 のもとで

武 道 による教 育 を進 めてきておりますが、多 くの学 校 が柔 道 を実 施 しておられます。来 年

度 からは、今 までの柔 道 ・剣 道 ・相 撲 の授 業 の継 続 を基 本 に対 応 されるのか。空 手 等 の

新 たな武 道 教 育 の可 能 性 は模 索 されないのか。基 本 方 針 を示 すべきだと考 えます。  
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武 道 の必 須 化 に向 けては、①武 道 に精 通 する教 員 の育 成 強 化 、②本 物 に触 れ る機 会

を提 供 する武 道 関 係 団 体 等 との連 携 、③武 道 の授 業 に必 要 な施 設 整 備 、④女 子 生 徒

へ の 武 道 教 育 指 導 、 ⑤ ま た 昨 今 裁 判 に も 発 展 し て い る 柔 道 に お け る 授 業 中 の 事 故 の

対 応 、 ⑥さ ら に 柔 道 着 の購 入 に よる 保 護 者 負 担 等 、多 く の 課 題 を 抱 え てい る のが 現 状

です。  

来 年 度 の武 道 の必 須 化 に向 けて、子 供 も保 護 者 も 安 心 できるよう 、万 全 の体 制 で 臨 む

べきと考 えます。今 後 の対 応 策 について教 育 長 の具 体 的 な答 弁 を求 めます。（質 問 ⑤）  

【 水 道 事 業 に つ い て 】  

最 後 に、水 道 事 業 についてお尋 ねいたします。  

本 年 ６月 から 、 ８月 に かけて 、西 京 区 洛 西 地 区 におい て 、 連 続 し て水 道 管 の破 損 事 故

が発 生 いたしました。とりわけ 6 月 20 日 の事 故 は約 1500 世 帯 が断 水 、約 15000 世 帯

のガスが供 給 停 止 となる大 規 模 なも のとなり、市 民 の皆 様 に多 大 なご 迷 惑 とご 不 便 を お

かけすることとなりました。  

特 にガスの供 給 停 止 に係 る補 償 については、ようやく補 償 基 準 が示 され、９月 12 日 から、

約 １ヶ月 間 、損 害 補 償 の受 付 を実 施 されているところですが、  

市 民 の皆 様 に 多 大 な ご 迷 惑 を おか けし た 案 件 で あ るだけ に、そ の対 応 は極 め て重 要 で

あると考 えます。  

そ の対 応 如 何 によっては、市 民 と の信 頼 関 係 を 再 構 築 で きる機 会 に、水 を 差 すことにも

なりかねま せん。ど う か補 償 を 求 め られ る市 民 に対 し ては、 損 害 及 び補 償 の 妥 当 性 に つ

い て証 拠 書 類 の提 示 だけで 終 わ ることなく、面 談 による聞 き取 り等 、誠 実 かつ柔 軟 に対

応 していただきたいことを強 く求 めておきます。  

さて、今 回 の事 故 で改 めて明 らかになったことは、  

老 朽 化 した配 水 管 の更 新 事 業 の取 組 強 化 です。  
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今 後 、高 度 成 長 期 に布 設 した大 量 の配 水 管 が順 次 法 定 耐 用 年 数 である 40 年 を超 え

ることになります。20 年 度 ～24 年 度 までの「中 期 経 営 プラン」の実 績 と計 画 では、老 朽

配 水 管 の更 新 は年 間 平 均 で、延 長 が 12 キロメートル、事 業 費 は約 30 億 円 となっており、

残 念 ながら本 市 の管 路 更 新 率 は大 都 市 平 均 の約 １％の半 分 の 0 .5％にとどまっておりま

す。また、老 朽 化 に伴 う配 水 管 の破 損 事 故 による漏 水 の年 間 発 生 件 数 は、昭 和 50 年

代 には 1500 件 近 くありましたが、ここ 10 年 間 では、平 均 約 60 件 と横 ばい傾 向 にありま

す 。 現 在 の 管 路 更 新 率 の 進 捗 で は 、 今 後 老 朽 化 し た 配 水 管 の 割 合 が 高 く な る 分 、 破

損 事 故 が増 加 することが懸 念 されます。将 来 にわたっての安 定 供 給 を確 保 するため、更

新 地 域 の優 先 化 等 、限 られた財 源 のもとで計 画 的 に更 新 事 業 を強 化 推 進 していただき

たいことを強 く要 望 しておきます。（要 望 ）  

ここで 私 は、 今 後 の 水 道 事 業 の 動 向 と 、今 回 の事 故 を 踏 ま え 、濁 水 発 生 時 における 水

道 料 金 の軽 減 措 置 制 度 の創 設 について提 案 をいたします。  

水 道 管 の破 損 事 故 により 、濁 っ た水 が一 時 的 に 水 道 管 を 通 じ て家 庭 に流 入 する こ と も

少 なくありません。こう した場 合 、通 常 、市 民 の皆 さんは、濁 水 解 消 のために相 当 量 の水

道 水 を使 用 し対 処 されます。  

ま た、計 画 的 な工 事 等 におい ても 水 道 水 の流 れ る方 向 や速 さ が変 化 すること など に より

濁 水 が発 生 する場 合 もあります。折 りしも平 成 24 年 度 末 には、山 ノ内 浄 水 場 が廃 止 に

なり、水 道 事 業 開 始 後 、最 大 規 模 となる給 水 区 域 の再 編 が実 施 されることになります。こ

れまで山 ノ内 浄 水 場 から給 水 していた区 域 を新 山 科 浄 水 場 など、他 の浄 水 場 から分 担

して給 水 を行 うことになるため、給 水 区 域 の切 り替 えが必 要 となりますが、給 水 区 域 の切

り替 え を、計 画 的 かつ慎 重 に実 施 しても 、水 道 水 の流 れる方 向 や速 さが変 化 すること で、

広 域 にわたって濁 水 が発 生 することが懸 念 されます。先 ほど述 べたとおり、濁 水 が生 じ た

場 合 には、被 害 を受 けた市 民 は、その解 消 策 として相 当 量 の水 を流 して対 処 することに
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なるため 、余 分 な水 道 量 の 分 が翌 月 の 水 道 料 金 に跳 ね 返 っ てくること に なりま す。 貯 水

タンクを有 するマンションに至 っては、大 きな影 響 を受 けることにもなりかねません。  

他 都 市 で は 、事 故 や 計 画 的 な 工 事 に関 わ らず、濁 水 が 発 生 し た場 合 、水 道 料 金 に 関

わ る軽 減 制 度 を 設 けておりますが、残 念 ながら、本 市 で はそ の制 度 がありま せん。私 は、

山 ノ内 浄 水 場 の 廃 止 に 伴 う 給 水 区 域 の再 編 と い う 今 後 の 水 道 事 業 の 動 向 と 、今 回 の

事 故 を 踏 まえ 、市 民 と の信 頼 を 再 構 築 する観 点 からも、濁 水 発 生 時 における水 道 料 金

の軽 減 制 度 を創 設 すべきと考 えます。いかがですか。お答 えください（質 問 ⑥）  

 

以 上 、関 係 理 事 者 の 誠 意 ある答 弁 を 期 待 し 質 問 を 終 わ りま す。 ご 清 聴 あり がと う ご ざ い

ました。  


